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男女共同参画

　男女がともに輝く社会の実現に向けて、本市の男女共同参画の推進に理解と関心を持ち、
会議に出席してご意見をしていただけるかた、ご応募お待ちしております。

①申し込み時点で次の全てに該当するかた
②20歳以上・市内に３ヶ月以上在住している
③本市の附属機関等の３機関以上の委員になっていない

男女共同参画社会の形成に関する事項や市の計画について審議します。　　　
２年間（令和9年３月３１日まで）　　　　　　　　　　　　　　　　　※会議は年２回程度　　　　　　　
３人

募集中‼

　　男性応援講座を2月8日に開催しました。
ご参加していただいた皆さま、ありがとうございました。

　　家庭で作ることができる
イタリア料理（フォカッチャ・ピザ）

  家庭で作る

イタリア料理

男性が積極的に子育て・家事に参加すると、　　　　　
　　　　　より家族の笑顔が増えます。
みなさまの笑顔の時間が増えますように。

応募資格：
　　　　　　　　

　　　　　　　　
内 　 　 容 ：　　
任 　 　 期 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
募集人員：

2月25日（火）までに申込書に必要事項や作文テーマ「男女がともに輝く
社会づくりについて考えていること」（400字以内）を記載いただき、
館林市役所 市民協働課（1階14番窓口）までご提出ください。
なお提出は窓口持参・Eメ ール・郵送(締切日必着)でお願いいたします。  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申 込 み ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問合せ先：館林市役所市民協働課市民協働係　 

〒374-8501　館林市城町1－1　TEL:0276-47-5120 
Email:kyodo@city.tatebayashi.gunma.jp 



男 女 共 同 参 画
正しく理解し、　ワーク・ライフ・バランスを充実させましょう。

TEL： 027-896-4739
　　　　（匿名でも大丈夫。相談無料。通話料はかかります。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
受付時間　 8時30 分～17時15分（土日祝日・年末年始除く）

厚生労働省では毎年3月1日～3月8日まで女性の健康週間と定めています。
女性が自らの健康に目を向け、自らが健康づくりを実践できるように支援。

　　　　　　　　　―市の取り組みとして―
・市内の小中学校（16校）の女子トイレの一部に生理用品設置。
・市役所1階西トイレ生理用品設置。　（NPO法人キッズバレイ様より）

　　　　　　　　　　　　　　　※なくなり次第終了

『生理の貧困』　ご存じですか？

詳しくは、こちらをご覧ください。内閣府・男女共同参画局「生理の貧困」

生理が恥ずかしいもの、隠すものという固定観念。衛生的、快適に過ごすこ
と。多様性が認められ始めている今こそ、知識を深め、性別にとらわれず、
だれもが自分らしく暮らせる社会を実現するため、小さなことでも声を上げ
るのが大切です。

生理について正しい知識を持つことが大切

　　生理用品が買えないという経済的な問題だけだと思う人も多いかもし
れませんが、そうではありません。
　　｢生理のための衛生用品や教育、衛生施設、そして廃棄方法に対して
十分にアクセスできない状態のこと｣です。その根底には社会の風潮や格
差などあらゆる問題が関連しています。

TEL： 0277-46-5977（女性専用相談電話）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
開設日時　 月・火・木・金（年末年始・祝日除く）
 　　　　　　　　　9時30分～16時30分

「職場での男女の均等な取扱いに関すること」、
「仕事や家庭との両立等に関すること」、「パート
タイム・有期雇用労働法に関すること」、「トラブ
ル解決に関すること」、「障害者虐待防止関する
こと」等についてご相談ください。

HP LINEチャット相談

厚生労働省「女性の健康づくり」取組事例 詳しくは、こちらをご覧ください。


